
※ 日本の消費税の場合は、納税義務者は企業や個人事業主など、生産者側である。 1

ある一定量を基準にする



１

※２ 供給曲線が限界費用（MC）であることをもとにすると、課税により、
企業の費用関数は、TC（Q）＝C（Q）＋ｔＱ → TC‘（Q）＝C’（Q）＋ｔ＝MC＋ｔ

※１ ここでは、実際の課税制度や課税をめぐる是非については問題としない
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Sの上方シフト（平行移動）

（E点）
S’
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生産者も消費者も
同じ価格



が減少
超過負担
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5％の従価税なら

（参考１）
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平行にはならない



（参考２） 納税義務者が消費者側である場合

市場取引においては、税を含めない価格で取引が行なわれ、あとで消費者が
納税をすることになる

→ 消費者価格、生産者価格、課税後の均衡価格など、課税の効果は
すべて同じ結果になる
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需要曲線の下（左）シフト
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余剰の減少
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課税後の
取引量
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傾き

傾き－1/2

初期点

＝

P
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PA＝20
A

QA
？

（答）1/4



ある財の需要曲線と供給曲線が、それぞれ以下のように与えられている。
D＝120－３P
S＝２P （D：需要量、S:供給量、P:価格）

このとき、均衡点における需要の価格弾力性（絶対値）はいくらか。

例題２

（出所）『公務員試験 新スーパー過去問ゼミ６ ミクロ経済学』（2020）実務教育出版
（国家一般職・平成27年度）
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① 均衡点E０は？
D＝S＝ｘとおくと・・・

② 需要曲線の傾き＝（ ）より、傾きの逆数は？

③ よって、ε＝

図に描くときには、
必ずP＝ にする

（答）1.5
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別解



需要曲線が直角双曲線の場合には、ε＝１となることが知られている

（例）需要関数 D＝25
P

※ 国税専門官・財務専門官・労働基準監督官/平成30年度

０ D

P

需要曲線が「直線」ではない場合には、
需要関数をＰで微分する方法でεを求める必要がある

（補）
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例題３

非禁煙者にとって、たばこ需要の価格弾力性はどうなるか？

需要の価格弾力性が特殊なケースの例

※ 井堀利宏（2011）『ミクロ経済学演習』新世社 P.17 （例題1.8）より抜粋

０ たばこの需要量

価
格

A 非禁煙者が喫煙するかどうかを、たばこの価格との
兼ね合いで決めているような場合

→ 価格が低いときには、完全に非弾力的とは
ならない（相対的に非弾力的）
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